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そのほかの内訳
　分担金および負担金 4億5,569万8千円
　繰入金 7億8,000万1千円
　使用料および手数料 5,783万5千円
　財産収入　繰越金　寄附金 2,171万4千円
地方交付税等の内訳
　地方交付税 10億8,400万　　円
　地方消費税交付金 4億2,000万　　円
　地方譲与税 1億4,100万1千円
　自動車取得税交付金 4,000万　　円
　利子割等交付金 2,700万　　円
　交通安全対策特別交付金 1,300万　　円

そのほかの内訳
　消防費 8億6,128万1千円
　商工費 1億6,892万　　円
　議会費 1億3,277万2千円
　農林水産業費 5,504万2千円
　労働費 2,757万7千円
　災害復旧費、諸支出金、予備費 1,000万3千円

　　は前年度予算と比較して増額、　　は前年度予算と
比較して減額、（　）内は構成比を表しています

民生費 54億 606万7千円
 （32.7％）

教育費 43億1,459万 円

 （26.1％）

公債費 16億7,072万 円

 （10.1％）

土木費 13億6,421万9千円
 （8.3％）

衛生費 13億3,144万 円

 （8.0％）

総務費 11億9,736万9千円
 （7.2％）

そのほか 12億5,559万5千円
 （7.6％）

町　税 66億5,701万5千円
 （40.2％）

諸収入 3億8,290万 円

 （2.3％）

地方交付税等 17億2,500万1千円
 （10.5％）

国県支出金 29億6,493万6千円
 （17.9％）

そのほか 13億1,524万8千円
 （8.0％）

一般会計歳入 165億4,000万円一般会計歳出 　165億4,000万円

特別会計は特定の事業を行うため、一般会計とは別に
収支が独立しているものです。

特別会計

土地取得 歳入・歳出 3億6,300万円
国民健康保険 歳入・歳出 39億2,100万円
後期高齢者医療 歳入・歳出 3億4,300万円
老人保健 歳入・歳出 10万円
介護保険 歳入・歳出 17億7,000万円
下水道事業 歳入・歳出 17億9,600万円

一般会計歳出を性質別にみると

　歳出の内容を性質ごとにまとめると、次のように
なります。人件費・扶助費・公債費は、毎年必ず支出
が必要となる固定的な経費で、義務的経費といい
ます。この割合が高くなるほど、自由に使えるお金
が少なくなります。

人件費 
（職員の給与など） 24億2,828万5千円

扶助費 
（福祉・医療など） 25億8,482万7千円

公債費 
（借金の返済）　 16億7,060万5千円

物件費・維持補修費・補助費等
（消耗品費や各種団体への補助金など） 46億9,956万7千円

普通建設事業費
（施設の建設や道路の整備など） 43億2,160万1千円

その他 
（各特別会計への繰出金や予備費など） 8億3,511万5千円
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水道事業会計

収益的収入・支出 7億2,400万円
資本的収入 9,600万円
資本的支出 5億6,300万円

※資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額
は、損益勘定留保資金などで補います。水道事業会計
は、公営企業会計として町民の生活向上を目的として
町が経営する会計です。

　　　　
一 般 会 計 165億4,000万円
 （前年比 31億9,000万円増）

特別会計合計 81億9,310万円
 （前年比 5億1,610万円増）

水道事業会計 12億8,700万円
 （前年比 5,400万円増）

合　　計 260億2,010万円
 （前年比 37億6,010万円増）

都市計画税　4.9％
3億2,085万円

【現年度分】

町たばこ税　5.9％
3億9,091万5千円

軽自動車税　1.1％
7,556万4千円

町民税　41.6％
27億5,204万円1千円

固定資産税　46.5％
30億6,949万5千円

新規 平
成
22
年
度 

町
の
予
算

町債 34億9,490万 円

 （21.1％）
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平成22年度の主な事業について紹介します

平成 22 年度●町の予算

　町が行う事業には、利益に関係なく町民に必要なサービスを提供するという特徴があります。今年度も限
られた財源の中で「共有と連携のまちづくり」を目指して、高齢者や障害者にやさしいまちづくりなど福祉
の充実、民間保育園整備補助など子育て支援事業を盛り込んでいます。また、野々市小学校施設整備や文化
会館大規模改修など教育・文化環境の充実、区画整理や都市計画街路などの都市基盤の整備にも引き続き取
り組んでいます。

議会費・総務費・消防費

５年に一度となる国勢調査実施　
10 月１日基準　382 調査区　町
内全世帯対象　全世帯封入方式

国勢調査の実施
2,273万円

ニュージーランド、ギズボーンとの
姉妹都市提携 20 周年を記念し、友好
訪問団を派遣。継続している学生交
流についても受け入れと派遣を実施

姉妹都市ギズボーンとの交流
612万円

航空写真の撮影委託を行い、固定
資産税課税照合用、市制施行の申
請用、都市計画図用として使用

航空写真の撮影
510万円

平成 23 年度下半期以降の市制施
行を目指し、必要な事務処理を行
う。新市名称の決定　町民意識調
査の実施　ほか

市制準備事業
382万円

税の確実な収入や、公平公正な税
負担を求めるための業務　歩合制
徴収嘱託員賃金　納税通知書郵送
料　口座振替手数料　ほか

町税徴収体制の強化
4,857万円

毎月 1 回の広報紙の発行　町ホー
ムページの管理　ラジオやケーブ
ルテレビでの情報発信　町政ふれ
あいミーティングの実施　ほか

町の情報の受発信
3,862万円

参議院議員選挙（平成 22 年 7 月
25 日任期満了）　県議会議員選挙

（平成 23 年 4 月 29 日任期満了）
などの実施

選挙関係
1,894万円

平成 24 年度～ 33 年度が計画期間。
基本構想、基本計画の策定　審議会、
委員会、作業部会の開催　住民説明
会、パブリックコメントの実施

次期総合計画の策定
570万円

議会定例会・臨時会、各常任・特別
委員会の開催　会議録の作成　本会
議のインターネット録画配信　市制
に向けた特別委員会活動費　ほか

議会活動の推進
1億　902万円

防災訓練　消防団・自警団の活動
助成（第２分団全国消防操法大会
出場）白山石川広域事務組合負担
金（新消防本部建設分含む）ほか

消防・防災
8億6,128万円

総合計画21（平成13～ 23年度）
共有と連携のまちづくり

【まちの将来像】
■ 人が集う魅力ある都市
■ 緑に包まれた暮らし心地のよい都市
■ 思いやりに支えられる心やさしい都市
■ 元気で楽しく暮らせる都市
■ だれもが参画できる都市

この囲みは、新規事業
または拡充事業をあ
らわしています



�

平成 22 年度●町の予算

民生費

安心して子育てのできる環境を整備
するため、中学校修了までの児童の
保護者に子ども手当を支給　初年度
は月１万３千円　対象者約８千人

子ども手当の支給
10億4,412万円

北西部地区に民間が建設する新保
育園への補助（平成 23 年４月開
園予定）法人保育園の改修にかか
る費用への補助

民間保育園建設・整備への支援
4億9,199万円

市制施行後、必要となるケース
ワーカー養成講座受講費用

社会福祉主事の養成
49万円

ねんりんピック石川 2010 野々市
町実行委員会への補助　町内では
水泳交流大会を 10 月 10 日～ 11
日に開催

ねんりんピックの実行に向けて
950万円

75 歳以上の方を対象とした、医
療保険制度「長寿医療広域制度」
に基づく保険料の徴収事務　ほか

長寿医療事業
3億1,293万円

介護サービスと介護予防サービスを提供
し、自立した生活を支援するための介護
保険特別会計への繰出金　町民税非課税
世帯の介護サービス利用料の助成

介護保険制度の充実
2億8,747万円

国民健康保険特別会計への繰出金　
国民年金に関する事務

国民健康保険等の運営
2億2,845万円

障害者自立支援給付　心身障害者
医療費助成　障害者ふれあい入浴
障害者配食サービス　生活支援事
業　ほか

障害者高齢者にやさしいまちづくり
6億6,935万円

衛生費

０歳～ 13 歳が対象　季節性インフルエ
ンザ、新型インフルエンザ、インフルエ
ンザ菌ｂ型（ヒブ）など６種類から選択
した２回分の予防接種に対し助成

子ども予防接種費用の助成
670万円

75 歳以上の高齢者が対象　肺炎
球菌ワクチン予防接種について１
人１回 3,000 円の助成

肺炎球菌ワクチン接種費用の助成
316万円

エコドライブ教室の開催　太陽光
発電システム設置費補助　環境教
育の一環、「夏休み自由作品コン
クール」の実施　ほか

地球温暖化対策・環境教育
177万円

各がん・肝炎ウイルス・骨粗しょう
症検診、一般健康診査の実施　ＰＥ
Ｔがん検診助成　胃内視鏡検診の導
入　女性がん検診の推進　ほか

がんなどに対する検診
6,432万円

白山石川広域事務組合負担金（ごみ
処理関係）　ごみの収集・運搬　資
源の分別収集・運搬　資源、燃えな
いごみなどの持ち去り対策　ほか

リサイクル・廃棄物処理
8億3,163万円

 一般会計の予算額を、2 月末
現在の住民基本台帳人口 4 万
6,055 人で割ると、一人当た
り 35 万 9,136 円。目的別に
この内訳をみると、次のよう
になります。

議会費………… 2,883 円

総務費…… 2 万 5,999 円

民生費	 11 万 7,383 円

衛生費…… 2 万 8,910 円

労働費…………… 599 円

農林水産業費	 1,195 円

商工費………… 3,668 円

土木費…… 2 万 9,622 円

消防費…… 1 万 8,701 円

教育費…… 9 万 3,683 円

町民一人当たりの
一般会計予算額は

21 年エコ作品



農林水産業費・商工費・労働費

じょんからまつりの開催　町のボ
ランティアガイド「里まちガイド」
の養成　観光パンフレットの作成
JR 野々市駅の管理　ほか

観光に対する整備・宣伝
6,822万円

産業・農業・大学の関係者が産業活
性化方策を検討する「地域産業振興
会議」の設置　地域振興アドバイザー
制度の導入　産学連携の推進　ほか

地域産業の支援
141万円

農業委員会運営費　中核農家、生
産団体、学童農園などへの補助　
法定外公共物維持管理工事　用水
遊歩道アダプトプログラム　ほか

農業の振興
2,242万円

職業訓練奨励金の支給　住宅資金
の利子補給　育児・介護休暇時の
生活資金の融資　シルバー人材セ
ンターの運営補助　ほか

働く方への支援
2,029万円

平成 22 年度●町の予算

土木費

北西部土地区画整理事業地内に整
備する、町営住宅・児童館併設放
課後児童クラブにかかる実施設
計、建設用地取得

町営住宅等建設事業
※【特別会計含む】3億9,211万円

地域公共交通総合連携計画に基づく
シャトルバスの実験運行を行い、コ
ミュニティバスの再編計画等とも併
せ、円滑な公共交通の実現を図る

南北シャトルバス実験運行
2,140万円

コミュニティバス「のっティ」の
通算乗車数 100 万人突破を記念
し、オリジナルチョロＱを製作　
1 万 2 千台（3 色× 4 千台）

コミュニティバス100万人乗車記念
588万円

市制施行に向けて、県から権限委譲を受け、
すべての建築行政事務を行うことで、利便
性の向上、行政の効率化、安全なまちづく
りを推進する　平成 22 年度は準備業務

建築開発指導事務事業
28万円

北西部の区画整理事業（施行面積
65.5 ヘクタール）の実施　
平成 25 年度完成予定

土地区画整理の促進
1億7,817万円

歴史・文化を感じる魅力や活力あ
る本町地区の再生を図るとともに
安全確保や快適性向上のため、歩
道整備などを実施

本町通りくらしのみちゾーンの整備
1億1,772万円

扇が丘中央線（全体延長 440 メー
トル）の整備　用地買収、建物補
償調査業務、物件補償　ほか

都市計画街路の整備
7,500万円

北西部土地区画整理区域内におけ
る地区公園の整備　平成 22 年度
は実施設計業務
平成 26 年度完成予定

北西部公園の整備
3,001万円

災害時の応急給水や緊急工事の仮設
給水に備える加圧式給水車（3t）の
購入

加圧式給水車の購入
※【事業会計】1,737万円

町道橋の長寿命化に向けた維持管
理計画

橋梁長寿命化修繕事業
767万円

�
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平成 22 年度●町の予算

農林水産業費・商工費・労働費

PFI 手法（民間の資金と技術能力
を活用）で実施　平成 22 年度は
引き渡しを受ける　完成後 15 年
間の維持管理も委託

野々市小学校の施設整備
20億8,684万円

文化会館フォルテ（昭和 63 年４
月竣工）の機械設備の老朽化に伴
う改修工事（外壁、電気・機械設備、
大ホールステージ　ほか）

文化会館フォルテの大規模改修
8億6,750万円

急激な児童数の増加を受けた増
築・大規模改造　児童の安全を確
保するため、施設耐久性の確保　
平成 22 年度は実施設計・調査

富陽小学校の増築・大規模改造
2,130万円

新たに国指定を受ける御経塚遺跡出
土品の展示替え、記念冊子の刊行　
文化財の体験学習　ほか

指定文化財の保護・活用
418万円

成人式・立志式の実施　街頭巡視に
よる非行防止活動　公民館、町立図
書館の施設管理・事業運営　ジュニ
ア文化・芸術サークルの支援　ほか

生涯学習体制の強化
1億　26万円

小中学校の管理　経済的な援助が必
要な家庭への学用品・給食費の援助
学校給食の提供　学校図書の充実　
ほか

学校教育環境の充実
3億2,900万円

情報文化振興財団に係る施設管理委
託や事業費補助　ほか

情報交流館・文化会館事業の推進
7,642万円

さわやかスポーツフェスティバル、
じょんからの里マラソン、トリプルソ
フトバレー大会、スポーツ教室の開催
団体支援　体育指導委員養成　ほか

スポーツ活動の普及
1,699万円

町債の22年度末の残高は21年度末に比べ、約20億９千万円増加し176億7,766万4千円となる見込みです。

町債の現在高・年度末見込み（単位千円）

平成２１年度末 平成２２年度中増減見込み 平成２２年度末

現在高見込額 起債見込額 元金償還見込額 現在高見込額

総　　務 7,580,696 839,900 487,972 7,932,624 

土　　木 5,178,915 159,400 669,870 4,668,445 

教　　育 1,322,383 2,019,800 129,365 3,212,818 

民　　生 720,887 221,000 57,341 884,546 

消　　防 428,019 254,800 16,850 665,969 

そのほか 360,856 0 47,594 313,262 

合　　計 15,591,756 3,494,900 1,408,992 17,677,664 

※そのほかの内訳：農林・衛生・公営住宅

予算は、町ホームページでも紹介しています。http://town.nonoichi.ig.jp
問い合わせ　財政課（☎ 227 ｰ 6031）

ワンポイント
町債というと借金というマ
イナスのイメージが強いと
思います。しかし、皆さん
の生活向上のための都市基
盤（学校や道路など）の建
設費を将来的に利用する人
たちにも負担してもらい、
世代間の公平性を図るとい
う役割も担っています。



椿まつり
2010

花と緑　ののいち

　

今
年
で
21
回
目
を
迎
え
た
「
花
と
緑　

の
の
い
ち　

椿
ま
つ
り
」
が
３
月
20
日
・
21

日
の
両
日
、
文
化
会
館
、
教
育
セ
ン
タ
ー
、
郷
土
資
料
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

天
候
に
は
恵
ま
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
椿
を
題
材
と
し
た
作
品
の
展
示
を
撮
影
し
た

り
、
椿
苗
や
町
の
特
産
品
を
買
い
求
め
た
り
し
て
い
る
、
多
く
の
お
客
さ
ん
の
姿
が
見

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場
内
で
野
々
市
椿
ｏ
ｎ
ｄ
ｏ
が
披
露
さ
れ
、
椿
健
康
ク
ラ
ブ

の
会
員
が
踊
り
の
輪
を
作
り
、
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
椿
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
テ
ー

ジ
で
も
多
く
の
観
客
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

ねんりんピック啓発

折り紙つばきコーナー

町花木「ツバキ」
身近にあって、生活に溶け
込んでいるツバキは古来か
ら無駄のない木といわれま
す。花と緑と和のまちづく
りにふさわしいとして、昭
和 49 年 6 月 19 日、町の
花と木に「ツバキ」が選定
されました。

ツバキの種

�

■
囲
碁
大
会

Ａ
級　

①
徳
田
耕
太
郎　

②
山
田
翔
世

　
　
　

③
沢
本
翔
、
境
盛
隆

Ｂ
級　

①
源
野
辰
一　

②
橋
場
勉

　
　
　

③
山
下
悟
、
竹
島
弘
幸

Ｃ
級　

①
沢
本
雄
飛　

②
若
宮
秀
明

　
　
　

③
泉
泰
彦　

④
押
田
憲
三

■
将
棋
大
会

Ａ
級　

①
窪
政
紀　

②
窪
田
弘

　
　
　

③
竹
田
正
則

Ｂ
級　

①
比
良
絜　

②
塚
本
忠
雄

　
　
　

③
大
島
昇
、
佐
藤
良

　

大
会
結
果



寄せ植え教室

お茶会

会場全体図

花と緑の市

椿オリジナルステージ

郷土資料館 つばき食堂

�

Ｃ
級　

①
天
野
幸
雄　

②
島
秀
治

　
　
　

③
諸
江
恭
宏
、
橋
本
克
行

子
ど
も
の
部　

①
林
悠
侑　

②
酒
井
康
希

■
椿
絵
画
展
ジ
ュ
ニ
ア
の
部

（
優
秀
賞
）

斉
藤
蓮　

田
中
悠
登　

山
田
珠
央　

元
村
仁
美　

近
藤
光　

佐
藤
聖
真　

杉
浦
光　

高
木
俊
喜　

西
田
う
た
の　

朴
才
瑛　

鸙
野
宙　

村
伽
詩
子　

安
田
彩
花　

山
本
彪
磨　

陸
畑
竣　

土
屋
海
琴　

青
木
風
花　

清
水
結
加　

中
野
光
貴　

松
田
未
優　

森
田
遥
香　

吉
田
愛
紅　

松
本
侑
夕　

塩
井
大
樹　

水
島
加
央
瑠　

浜
田
理
奈　

酒
井
映
璃
香

南
出
実
莉　

宮
里
麻
緒　

北
川
美
奈

お
礼

　

椿
ま
つ
り
を
盛
会
の
う
ち
に
終
了
す

る
事
が
で
き
ま
し
た
。
ひ
と
え
に
皆
さ

ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
賜
物
と
心
か

ら
感
謝
し
、
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

町
・
町
文
化
協
会
・
椿
ま
つ
り
実
行
委
員
会
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大
学
生
の
考
え
を

ま
ち
づ
く
り
に
生
か
す

　

２
月
19
日
㈮
、
情
報
交
流
館
で
「
金
沢

工
業
大
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
Ⅱ
・

地
域
連
携
テ
ー
マ
（
野
々
市
町
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
）」
の
発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
町
が
示
し
た
テ
ー
マ
を
大
学
2

年
生
が
チ
ー
ム
で
研
究
し
、
課
題
解
決
に

取
り
組
ん
だ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
口
頭
発
表
６
チ
ー
ム
、
ポ

ス
タ
ー
発
表
16
チ
ー
ム
の
学
生
（
右
下
写

真
）
が
、
集
っ
た
町
民
や
町
関
係
者
に
成

果
を
発
表
し
ま
し
た
。
参
加
者
も
学
生
の

視
点
に
感
心
し
た
り
、
疑
問
を
投
げ
か
け

た
り
。
研
究
を
通
し
て
、
学
生
と
町
民
の

交
流
が
深
ま
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
研
究
内
容
は
、
介
護
や
高
齢

者
が
使
い
や
す
い
物
の
設
計
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
や
町
広
報
紙
へ
の
提
案
な

ど
、
生
活
に
密
着
し
た
研
究
が
多
く
見
ら

れ
ま
し
た
。過
去
に
は
学
生
が
考
案
し
た
、

便
利
な
の
っ
テ
ィ
ｗ
ｅ
ｂ
時
刻
表
が
町
で

実
用
化
さ
れ
た
例
も
あ
り
、
町
関
係
者
も

学
生
の
考
え
を
吸
収
し
よ
う
と
熱
心
に
質

問
を
投
げ
か
け
て
い
ま
し
た
。

住
民
の
意
見
を

も
の
づ
く
り
に
生
か
す

　

３
月
６
日
㈯
、
医
工
連
携
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
が
、
金
沢
工
業
大
学
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
金
沢
工
業
大
学
と
金
沢
医
科

大
学
は
学
術
協
定
を
結
び
、
新
た
な
分
野

の
教
育
や
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
回

の
取
り
組
み
は
、
研
究
者
や
産
業
界
だ
け

で
な
く
、
地
域
住
民
に
も
医
工
連
携
の
先

進
事
例
や
医
療
器
具
を
紹
介
し
な
が
ら
、

病
気
の
予
防
や
リ
ハ
ビ
リ
の
実
践
に
理
解

を
求
め
て
い
く
も
の
で
す
。

　

参
加
し
た
町
民
は
、
高
機
能
に
な
っ
た

医
療
器
具
の
体
験
（
左
下
写
真
）
な
ど
を

し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
医
工
連
携
に
期

待
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。
大
学
は
こ
れ
か

ら
も
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
町
民
モ
ニ

タ
ー
の
参
画
な
ど
、
住
民
の
意
見
を
取
り

入
れ
た
研
究
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

大
学
と
と
も
に

発
展
す
る
ま
ち
野
々
市

　

町
と
金
沢
工
業
大
学
は
平
成
16
年
11
月

に
「
連
携
推
進
に
関
す
る
協
定
書
」
を
取

り
交
わ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
人
的
・
知

的
資
源
を
互
い
に
交
流
し
な
が
ら
利
活
用

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
社
会
の
発
展

と
人
材
育
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
大
学
関
係
者
が
町
の
設

置
す
る
委
員
会
・
審
議
会
の
委
員
や
、
町

が
主
催
す
る
事
業
の
講
師
と
し
て
活
躍
す

る
ほ
か
、
防
犯
事
業
、
生
涯
事
業
な
ど
を

協
力
し
て
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

近
年
は
、
入
学
時
期
に
町
の
出
張
窓
口

を
大
学
構
内
に
設
置
す
る
ほ
か
、
学
生
を

ま
ち
ぐ
る
み
で
育
て
、
住
民
の
意
見
を
大

学
の
研
究
に
反
映
さ
せ
る
取
り
組
み
も
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
町
全
体
が
キ
ャ
ン
パ
ス

と
な
っ
て
、
大
学
の
先
進
性
と
活
気
を
ま

ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
ま
す
。

↑医工連携　体験コーナー

↓まち探検の子どもたちの科学実験

↑野々市町プロジェクト発表の様子

野々市町
プロジェクト

ま
ち
に
薫か

お

る

　
　

キ
ャ
ン
パ
ス
の
風

緑が多い工大周辺
散歩コースに最適

医工連携
タウン

ミーティング
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　　 　市制の要件　都市計画など 市制施行コラム９

　

２
月
20
日
か
ら
21
日
に
か
け
て
、
白
山

市
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
合
成
績
で
は
、
男
子
第
３
位
、
女
子

４
位
と
好
成
績
を
収
め
て
い
ま
す
。
一
般

の
部
で
は
、
男
子
第
２
位
、
女
子
第
６
位
、

壮
年
の
部
で
は
男
女
と
も
に
第
３
位
と
な

り
ま
し
た
。

　

各
競
技
の
入
賞
者
は
下
段
の
方
々
で

す
。（
敬
称
略
）

ス
ー
パ
ー
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム

　

男
子
Ｂ
組
第
２
位　

下
大
介

　
　
　

Ｃ
組
第
２
位　

英
忍

　

女
子
Ａ
組
第
３
位　

有
川
祐
未

　
　
　

Ｃ
組
第
２
位　

宮
本
千
加
子

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム

　

男
子
Ｃ
組
第
２
位　

英
忍

　
　
　

Ｄ
組
第
３
位　

古
源
昭
宏

　

女
子
Ａ
組
第
３
位　

有
川
祐
未

　
　
　

Ｃ
組
第
２
位　

宮
本
千
加
子

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
・
フ
リ
ー

　

男
子
Ｃ
組
第
２
位　

山
田
洋
介

　
　
　

Ｅ
組
第
３
位　

大
崎
正

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
・
ク
ラ
シ
カ
ル

　

男
子
Ｃ
組
第
３
位　

北
村
理
彦

　
　
　

Ｅ
組
第
３
位　

新
田
博

　

女
子
Ｄ
組
第
３
位　

北
早
代
子

男子 女子

町村名 得点 町村名 得点

第 1位 白 山 市 293.0 白 山 市 186.0

第 2位 金 沢 市 183.0 金 沢 市 91.0

第 3位 野々市町 159.0 小 松 市 76.0

第 4位 小 松 市 127.0 野々市町 69.0

第 5位 加 賀 市 104.0 加 賀 市 52.0

第 6位 七 尾 市 53.0 津 幡 町 41.0

白
銀
を
駆
け
る

第
62
回
石
川
県
民
体
育
大
会

冬
季
大
会

　

３
月
16
日
㈫
、
町
と
㈳
石
川
県
エ
ル

ピ
ー
ガ
ス
協
会
石
川
支
部
と
の
間
で
災
害

時
の
応
急
対
策
に
つ
い
て
の
協
力
協
定
が

結
ば
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
災
害
時
、
公
共
施
設
等

に
、
緊
急
用
燃
料
と
し
て
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
な
ど

の
供
給
を
い
た
だ
き
、
住
民
の
一
時
的
な

避
難
生
活
の
安
定
を
図
る
も
の
で
す
。
特

徴
と
し
て
は
、
通
常
町
が
全
額
負
担
す
る

費
用
面
に
関
し
て
、
緊
急
対
応
時
の
業
務

に
つ
い
て
、
労
務
費
や
車
両
経
費
な
ど
を

支
部
が
負
担
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
町
で
は
、
関
係
機
関
や

民
間
事
業
者
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
応
急

対
策
に
取
り
組
む
体
制
づ
く
り
と
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。↑握手を交わす糀支部長（左）と粟町長

安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

　石川県市制条例に、「都市計画事業が施行されていること及び主要幹線道路の舗装等街路

施設がある程度整備されていること」と規定されています。

　都市計画事業とは、国土交通大臣または都道府県知事の認可、承認を受けて行なわれる、都市計画施

設（道路、公園、下水道など）の整備に関する事業や、市街地開発事業（土地区画整理事業、市街地再

開発事業、住宅街区整備事業など）をいいます。

　町は、これまでも積極的に都市計画事業に取り組んでおり、優良な宅地の創出や道路、公園等の整備を

進めています。主要幹線道路の舗装状況については、100％が舗装済み（参考：総務省統計局「統計でみ

る市町村の姿《平成 21年版》）であり、この要件については、満たしているといえます。
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１
，
０
０
０
万
円
以
上
（
税
込
み
）

２
月
入
札
分

■
御
園
小
学
校
屋
内
運
動
場

地
震
補
強
等
工
事
（
建
築
工
事
）

予
定
価
格　

１
億
５
４
２
万
円

落
札
価
格　

７
，
４
１
８
万
８
千
８
百
円

落
札
者　

松
井
建
設
㈱

■
野
々
市
中
学
校
屋
内
運
動
場

地
震
補
強
等
工
事
（
建
築
工
事
）

予
定
価
格　

８
，
４
２
１
万
円

落
札
価
格　

５
，
９
０
０
万
３
千
７
百
円

落
札
者　

松
井
建
設
㈱

■
平
成
22
年
度
庁
舎
常
駐
警
備
委
託
業
務

予
定
価
格　

１
，
８
４
８
万
円

落
札
価
格　

１
，
６
４
３
万
２
千
５
百
円

落
札
者　

あ
い
警
備
㈱

２
月
16
日
～
３
月
15
日

■
２
月

16
日　

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

22
日　

産
業
建
設
常
任
委
員
会

23
日　

�

平
成
22
年
度
当
初
予
算
新
規
事
業

概
要
説
明
会

24
日　

総
務
常
任
委
員
会

26
日　

全
員
協
議
会　

議
員
総
会

■
３
月

１
日　

意
見
書
等
調
整
会
議

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

　

議
会
活
動

２
日　

�

第
１
回
（
３
月
）
町
議
会
定
例
会

開
会

３
日　

議
会
運
営
委
員
会

９
日　

定
例
会
（
一
般
質
問
・
質
疑
）

11
、
12
日　

予
算
特
別
委
員
会

　

入
札
結
果

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

■
町
福
祉
基
金
へ

▽
㈱
絹
川
商
事 

絹
川
善
信
様
か
ら
30
万
円

■
町
社
会
福
祉
協
議
会
基
金
へ

▽
椿
荘
布
袋
募
金
、
匿
名
の
方
か
ら

合
計
７
千
２
３
６
円

　

ご
寄
付

■
第
11
回 

野
々
市
町
Ｔ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｋ
Ｉ

　

Ｃ
Ｕ
Ｐ 

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

12
月
19
日
～
３
月
14
日

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ほ
か

▽
小
学
生
男
子
の
部

①
菅
原
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

②
野
々
市
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

③
館
野
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

【
最
優
秀
選
手　
　

中
道　

直
（
菅
原
）】

　

大
会
結
果

▽
小
学
生
女
子
の
部

①
菅
原
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

②
御
園
ミ
ニ
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

③
野
々
市
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

【
最
優
秀
選
手　

佐
藤
千
裕
（
菅
原
）】

▽
中
学
生
男
子
の
部

①
小
岩
第
四
中　

②
布
水
中

③
Ｓ
ト
ピ
ア
東

▽
中
学
生
女
子
の
部

①
大
成
中　

②
野
々
市
中　

③
奥
田
中

▽
高
校
男
子
の
部

①
金
沢
高　

②
羽
水
高　

③
石
動
高

▽
高
校
男
子
府
県
選
抜
の
部

①
光
泉
高　

②
幕
張
総
合
高　

③
金
沢
高

▽
高
校
女
子
の
部

①
金
沢
高　

②
羽
水
高　

③
石
動
高

▽
一
般
男
子
の
部

①
北
陸
電
力
石
川　

②
西
野
製
作
所

③
０
５
８

▽
一
般
女
子
の
部

①
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｄ　

②
Ｍ
Ｉ
Ｘ
Ｓ　

③
Ｍ

▽
マ
ス
タ
ー
ズ
の
部

①
彩
籠
ク
ラ
ブ　

②
Ｕ
Ｍ

③
野
々
市
ク
ラ
ブ
40

　

町
内
小
中
学
校
で
は
、
町
福
祉
協
力
校
と
し
て
、

日
頃
か
ら
、
地
域
福
祉
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
３
月
上
旬
に
は
、
御

園
、
野
々
市
の
小
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
の
子

ど
も
た
ち
が
、
全
校
児
童
で
集
め
た
プ
ル
タ
ブ
を
町

社
会
福
祉
協
議
会
へ
届
け
ま
し
た
。　

プ
ル
タ
ブ
は
、
８
０
０
㎏
で
車
い
す
１
台
と
交
換

に
な
り
ま
す
。
野
々
市
小
学
校
で
委
員
長
を
務
め
る

戸
上
玲
央
君
は
「
福
祉
に
対
す
る
思
い
を
プ
ル
タ
ブ

に
込
め
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
り
ま
す
」
と

力
強
く
話
し
て
い
ま
し
た
。

↑３月 11日野々市小学校

↑３月１日御園小学校

プ
ル
タ
ブ　

み
ん
な
で
あ
つ
め
た
よ
！
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町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

高
齢
者
が
、
近
所
で
一
緒
に
集
ま
っ
て

仲
間
づ
く
り
や
居
場
所
づ
く
り
を
す
る

場
と
し
て
「
地
域
サ
ロ
ン
」
の
立
ち
上

げ
や
運
営
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
無
理
な
く
、
で
き
る
こ
と
か

ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

昔
か
ら
「
酒
は
百
薬
の
長
」
と
い
わ

れ
、
適
量
で
あ
れ
ば
、
精
神
や
健
康
に

も
プ
ラ
ス
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
一

気
飲
み
や
毎
日
の
飲
酒
な
ど
は
、
急

性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
や
脂
肪
肝
、
ア
ル

コ
ー
ル
性
肝
炎
な
ど
の
病
気
を
引
き
起

こ
し
、
健
康
に
害
を
及
ぼ
し
ま
す
。
春

は
歓
送
迎
会
や
お
花
見
な
ど
、
お
酒
を

飲
む
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。「
適
正

飲
酒
」
を
実
践
し
、
美
味
し
い
お
酒
を

楽
し
く
飲
み
、
健
康
で
幸
せ
な
春
に
し

ま
し
ょ
う
。

 

適
正
飲
酒
の
ポ
イ
ン
ト

①�

お
酒
を
食
前
に
飲
む
と
、
粘
膜
を
荒

ら
す
他
に
ア
ル
コ
ー
ル
が
吸
収
さ
れ

や
す
く
な
り
ま
す
。
食
べ
な
が
ら
飲

み
ま
し
ょ
う
。

②�

飲
む
速
度
が
速
い
と
血
液
中
の
ア
ル

コ
ー
ル
濃
度
が
急
に
高
く
な
り
、
早

健 康 通 信
上手なお酒の付き合い方

地域の底力
～高齢者の安心を

　　　　みんなで守ろう～
…⑫

「
地
域
サ
ロ
ン
」
づ
く
り
を

す
す
め
ま
し
ょ
う

く
酔
っ
て
し
ま
う
と
と
も
に
体
の
障

害
が
生
じ
や
す
く
な
り
ま
す
。
一
気

飲
み
は
急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
を
引

き
起
こ
す
一
因
で
す
。
ゆ
っ
く
り
飲

み
ま
し
ょ
う
。

③�

お
酒
を
飲
む
際
は
缶
ビ
ー
ル
１
本

（
５
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
）
を
限
度

と
し
ま
し
ょ
う
。日
本
酒
で
は
１
合
、

焼
酎
で
は
０
．
６
合
を
限
度
と
し
ま

し
ょ
う
。

④�

缶
ビ
ー
ル
１
本
程
度
の
お
酒
を
肝
臓

で
分
解
す
る
に
は
、
平
均
６
～
７
時

間
か
か
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
お
酒
を

飲
ん
だ
後
、
眠
っ
て
い
る
間
も
肝
臓

は
黙
々
と
働
い
て
い
ま
す
。
週
に
２

日
は
「
休
肝
日
」
を
設
け
ま
し
ょ
う
。

⑤�

お
酒
の
お
つ
ま
み
に
は
、
良
質
の

た
ん
ぱ
く
質
を
含
む
脂
身
の
少
な
い

魚
・
豆
腐
、
カ
ロ
リ
ー
が
低
く
、
ビ

タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
を
含
む
野
菜
・

海
草
・
き
の
こ
・
こ
ん
に
ゃ
く
類
を

取
り
合
わ
せ
て
工
夫
す
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

⑥�

お
酒
を
無
理
に
勧
め
る
こ
と
は
や
め

ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー　

（
☎
２
４
８―

３
５
１
１
）

問
い
合
わ
せ

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
役
場
１
階
）

（
☎
２
２
７―

６
０
６
７
）

地域にはこのような課題が
●身体が弱ってきて、外に出にくくなった人
●話し相手が欲しいと、寂しがっている人
●いつも家にいて、あまり人との交流のない人

地域サロン（地域の集会場など）
●みんなで楽しく企画・運営
　例えば・ゴム体操・おしゃべり・脳トレ　など
●�開催回数は、みんなが無理なく出来る範囲で週１
回～月２回程度開催しています。

こんな効果が考えられます
●ハリのある生活
　・仲間づくり
　・体力づくり
　・居場所づくり
　・ときめきづくり
●安心して暮らせるまちづくり
　・自分らしくいきいきと暮らせるまち
　・声を掛け合って支えあえるまち
　・心豊かにふれあえるまち
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こんな食べ方もあります、野々市の特産
ヤーコン料理講習会

　フラクトオリゴ糖が豊富な野菜、ヤーコンをもっと知って
もらいたいと３月14日㈰、富奥公民館で料理講習会が開かれ
ました。町内の生産農家による「野～根倶楽部」の会員が、ヤー
コンの特徴や歴史を説明し、町給食センターの栄養士が、ヤー
コンを使ったかきあげや煮物など、10品のレシピを調理実演
とともに紹介しました。26人の参加者からは、「保存方法は？」
「アク抜きは何分くらい必要？」といった質問が。実際にヤーコ
ン料理を試食すると、「甘みや歯ごたえがあっておいしい」と
いった声が聞かれました。

カメラあちこち
まちの話題、あんなこと、こんなこと。

　円形のコートで３チームが同時にソフトバレーを行うトリプルソフトバレー。その大会が、３月 14日㈰、
町民体育館で行われました。中学校の部活や職場・町内会の仲間、家族などで構成された 24チーム、107
人が優勝目指して汗を流しました。なかには、おそろいのユニフォームで出場するチームもあり、試合に臨
む熱意が伝わってきます。大会はランダムで３試合を行い、その成績上位３チームで決勝戦が行われました。
　２月 27日㈯と３月 11日㈭の事前講習会にも、多くの人が参加し、町の生涯スポーツとして知名度が上
がってきました。今後も月一回程度ニュースポーツ体験会を行います。詳しくは、お知らせ版をご覧ください。
興味のある人はレッツ・チャレンジ！

スパイクが決まると爽快。４人のチームワークもバッチリ！→

↓コートは円形を３分割。どこからボールが来るか分からないので、
　常に緊張。

寒い冬だって、ニュースポーツは熱い！
第１回　町トリプルソフトバレー大会

大　会　結　果
優　勝　Miltose
準優勝　Slam Dunk
第３位　住吉町
特別賞　じゃんぷ☆へいせい

シャキシャキ
美味しい

ヤーコン押し寿し
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お母さんたちの入園準備
幼児のお弁当講座

　３月３日㈬、保健センターで来年度就園予定の２・３歳児親
子を中心に、幼児のお弁当講座が開かれました。
この講座は、お母さんたちが栄養士の指導のもと弁当作りを行
い、子どもと楽しく試食するものです。12組25人の親子が
参加しました。
　今回は野菜をおいしく食べられるよう工夫されたメニューに
加え、ひなまつりをテーマにしたおかずにも挑戦。季節感あふ
れる色とりどりのメニューを、思い思いに弁当箱へ詰め込んで
いました。

心をつなぐひととき
親子音楽会オカリナコンサート

　２月27日㈯、今年度２回目の親子音楽会が行われ、55人
の家族がフォルテでコンサートを楽しみました。この事業は、
子どもの豊かな心を育み親子や家族のつながりの大切さを啓
発することを目的に行われています。
　オカリナ演奏の小山佳純さんが曲の合間に子育ての経験を
話され、うなずくお母さんお父さんの姿も見受けられました。
後半からは、オカリナサークル「ひまわり」のみなさんも演
奏に加わり、子どもたちが喜ぶ曲を披露。踊りだす子もいて、
会場は大いに盛り上がりました。

町全体を学びのキャンパスに
寿大学校・寿大学院修了式

　３月３日㈫、中央公民館で寿大学校・大学院の修了式が行
われ、大学校41人、大学院114人が喜びの修了証書を手に
しました。
　粟町長が「学びの心、学んだことを次につなげていってほ
しい」とあいさつ。答辞として、修了生代表の河合高行さん
が「これからも意欲的に生活し、地域に生かしていけるよう
心がける」とを述べました。

新しい未来へ夢をのせて
町内小中学校　卒業式

　町内では３月13日㈯に中学校、17日㈬に小学校で卒業式
が行われ、小学校471人、中学校392人が思い出の詰まっ
た学び舎を後にしました。
　このうち、野々市中学校では、BGMに合唱コンクールで
の歌声が流れる中、一人一人に、卒業証書が手渡されました。
卒業生を代表して今井聡子さんが「部活動を通して、仲間の
大切さを知った。みんなと過ごした１日１日が大切な宝物」
と中学校生活を振り返り、北村校長が「親に感謝する心を大
切にしてください」と激励しました。

修了生は皆さんは笑顔で、とてもよい雰囲気の会場でした→
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みんなのひろば
掲載ご希望の方は…広報情報課（☎227-6056）

おにいさん、おねえさんありがとう
白山保育園

かがやくひとみ

広
告
欄

　今までも月に１回、異年齢交流を行っていますが、
未満時のクラスに入ってのお世話は初めてな子も多
く、とても緊張していた様子の年長児。しかし、毎日
クラスに入って過ごしたことですっかり慣れ、後半は
恥ずかしがることもなく上手に接しています。その姿
は、とてもりりしく感じられます。
　おにいさん、おねえさんと過ごした日々は、年下の
子どもたちにも心に残ることでしょう。４月からは、
１つ大きくなった喜びと、年長児からお世話をしても
らった思い出から、年下児にもやさしく接してくれる
ことを願っています。

年長組の子どもたちは４月から小学校一年生にな
ります。園生活の最後に２週間、年下児のクラ

スに入り、一緒に過ごしました。手遊びや、ふれ合い
遊びをして楽しんだり、「これ食べる」「おいしい？」
と優しく声をかけて、おやつを食べさせてあげたりし
ました。
　少しずつ字が読めるようになった子が、ゆっくりと
一生懸命に絵本を読み聞かせてくれました。年下児も
興味をもって静かに見、時おり絵本の動物を指しなが
ら楽しそうに話します。なごやかな雰囲気で過ごせた
ようです。
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ぼ
く
の

夢

わ
た
し
の

夢

オススメの本

清水　麻鈴さん
御園小学校３年

パン屋になりたい

半浦　朋弥くん
御園小学校３年

短距離の陸上選手になりたい

町立図書館
野々市町本町2-14-6（☎ 248-8099）

開館時間　10：00～ 19：00

　　　　　（土日は17：00まで）　

休 館 日　毎週月・祝日

● 子ども向け

● 今月のおはなし会

図書館お役立ち情報：図書館で、今月号以前の『広報ののいち』を読むことができます。暮らしの情報源としてお役立てください。

と　き　4月
がつ

10日
か

㈯、24日
か

㈯

　　　　11：00から

ところ　児
じ

童
どう

図
と

書
しょ

コーナー

イギリスのいぬは、「バウワウ」、スペ

インのいぬは、「グァウグァウ」、にほ

んのいぬは、「ワンワン」。国
くに

によって

動
どう

物
ぶつ

の鳴
な

き声
ごえ

は違
ちが

ってるんだ。でもう

しは…？● 今月の展示図書

テーマ　『はじめの一歩』（4/15 まで）

※期間中の展示図書の貸し出しはできませんの
で、予約をお願いします

『うしはどこでも「モー！」』
エレン・スラスキー・ワインスティーン／作

さく

ケネス・アンダーソン／絵
え

　鈴木出版

● 大人向け

落ち着きがなくて、子どもっぽい。周
囲の人からは「しつけのなっていな
い子」と言われるわが子。ADHD、
LD、自閉症と診断されたハル君の生
い立ちと、同じ立場に置かれた保護者
たちの悩みや意見を紹介する。

『おもちゃのくにのおうじさま』
内田　麻菜美／著　ヴォイス

楽しい絵本や
紙芝居の

読み聞かせです。
誰でも自由に参加
できます。

　

３
月
13
日
㈯
、
保
育
園
の
「
な
か

よ
し
の
日
」
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
子

育
て
に
関
す
る
話
し
相
手
な
ど
を
務

め
て
い
る
家
庭
教
育
サ
ポ
ー
タ
ー
の

活
動
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、「
な
か

よ
し
子
育
て
大
集
合
！
」
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　

絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
、

積
み
木
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
で
、
親
子

が
サ
ポ
ー
タ
ー
と
の
ふ
れ
あ
い
を
楽

し
み
ま
し
た
。
参
加
し
た
男
性
は「
妻

の
話
に
よ
く
出
て
く
る
サ
ポ
ー
タ
ー

の
活
動
を
知
る
こ
と
が
で
き
、よ
か
っ

た
」
と
話
し
、
子
育
て
へ
の
理
解
を

深
め
た
よ
う
で
し
た
。

が
ん
ば
る
お
母
さ
ん
・
お
父
さ
ん
を
応
援

な
か
よ
し
子
育
て
大
集
合
！約150人の親子がフォルテに集まったよ！
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Culture

リレー方式で町民の方々を紹介しています

これからも、家族ずうっと
仲良しでいようね。

蓮野　知香さん／三納
【左から祐司さん、拓実くん、哲平くん、健司くん】

今回は、名前にみんな口の字が付く、
笑顔が印象的な、仲良し家族。

野々市町で暮らしてどうですか？
松任から越して３年になります。買い物には便利な
町ですね。公園にもよく行きます。太平寺東、位川、
下林さくら、野々市中央などなど。押野や御経塚方面
はあまり知らないので探検してみたいですね。
広報についてのご意見は？
楽しみにしています。「うぶごえ」でいろいろな名前
をみたり、「お知らせ版」で何か楽しいイベントはな
いか探したり。
自分の性格を一言であらわすと？
一言で言えるほど単純ではないとだけ…
子育てはどうですか？
家族でいると楽しくてストレスも感じないほど。三
者三様の子どもたちですが、上２人が下の子の面倒
も見てくれて、３人いても全然大変じゃないですね。
たまに友達と会って、おしゃべりすることが気分転換
になっています。
目標やチャレンジしてみたいことは？
今年はいっぱい外で遊んでみたい。下の子も１歳を過
ぎたので旅行に行きたいですね。

“いきいき”
　　ののいち人

47

平成21年度　町俳句協会新年句会
　２月 20 日㈯、中央公民館で小竹由岐子先生、田村愛子先生、奥村誠一路先生に参加いただき新年句会が開
催されました。当日の秀句抄をご紹介します。

■
会
長
杯　

田
村
愛
子
先
生
特
選

　

下
校
児
を
見
守
る
人
に
雪
し
ま
く　

増
山　

光
子

【
秀
句
抄
】

　

窯か
ま

だ
し
の
竹ち

く

炭た
ん

の
艶つ

や

冬ふ
ゆ

日び

和よ
り　

　
　
　
　

勝
田　

知
子

　

く
ず
し
字
の
辞
典
か
た
へ
に
初は

つ

硯す
ず
り
　
　
　

堀　

榮
美
子

　

園え
ん

丁て
い

の
腰
に
鈴
鳴
る
雪ゆ

き

解げ

風か
ぜ　

　
　
　
　

増
山　

光
子

　

か
ろ
や
か
に
茶ち

ゃ

筅せ
ん

泡
立
ち
春
障
子　
　
　

古
源　

和
子

　

子
を
送
り
悴

か
じ
かみ

し
手
の
残
り
た
る　
　
　

小
林　
　

清

　

受
付
の
目
で
挨
拶
の
青
マ
ス
ク　
　
　
　

守
田　

満
栄

　

雛ひ
な

の
家
土
蔵
に
今
も
火ひ

伏ぶ
せ

札ふ
だ　

　
　
　
　

大
橋　

翠
節

■
小
竹
由
岐
子
先
生
特
選

　

ト
キ
の
来
し
園
舎
賑に

ぎ
わひ

春は
る

隣ど
な
り

　
　
　
　
　

坂
井　

菅
子

■
奥
村
誠
一
路
先
生
特
選

　

落
葉
し
て
樹き

ぎ々

の
瞑め

い

想そ
う

始
ま
り
ぬ　
　
　

西
田　

富
子
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瀬
戸　

椋
り
ょ
う

太た

正
英

玲
子
）
粟
田
１

津
田　

獅し

悠ゆ
う

一
成

麻
実
）
若
松
町

稲
垣　

凜り

り々

宏
樹

咲
子
）
長　

池

久
保　

真ま

鈴り
ん

尚
崇

理
恵
）
御
経
塚
１

下
尾
ゆ
ず
ゆ

良
輔

真
歩
）
押
野
６

重
田　

柊と
う

磨ま

大
作

い
づ
み
）
本
町
６

中
島　

和な
ぎ

那な

宏
之

久
里
沙
）
扇
が
丘

西
村　

安あ
ん

裡り

誠

ち
ひ
ろ
）
押
野
２

中
島　

希き

成な
り

賢
人

美
穂
）
稲
荷
３

乗
地　

哉な
お

門と

隆
礼

真
紀
子
）
新
庄
５

大
久
保
奈な

桜お

雅
一

夕
子
）
稲
荷
２

米
倉　

瑞み
ず

稀き

陽
介

静
香
）
本
町
３

王　
　

啓け
い

帆ほ

道
海

妹
妹
）
二
日
市
１

木
戸　
　

茜
あ
か
ね

直
樹

香
織
）
粟
田
１

北
川
瑠る

乃の

亜あ

卓
矢

栄
子
）
押
野
４

廣
松　

紗さ

羽わ

大
介

江
美
）
藤
平
田
１

由
雄　

創そ
う

也た

宏
一

真
実
）
押
野
６

眞
家　

実み

佑ゆ

大
樹

美
和
子
）
矢
作
４

釣
見　
　

絢あ
や

麦
美
奈
）
新
庄
５

今
西　

惺せ
い

大だ
い

佑
介

静
歩
）
新
庄
１

高
原　

彩さ

帆ほ

誠
一

扶
佐
子
）
上
林
４

児
玉　

洸こ
う

陽よ
う

雅
士

つ
か
さ
）
粟
田
３

松
田　

凌
り
ょ
う

芽が

肇
直
美
）
位　

川

木
谷　

咲さ
く

仁と

祐
二

明
菜
）
稲
荷
４

宮
腰　
　

心
こ
こ
ろ

達
彦

千
晶
）
白
山
町

村
上　

陽は
る

哉や

研
吾

ひ
ろ
み
）
菅
原
町

仁
野　

蒼そ
う

介す
け

隼
人

由
香
里
）
押
野
１

松
井　

彩あ
や

那な

達
也

友
紀
）
三　

納

海
田　

小こ

波な
み

潤
美
絵
）
横
宮
町

小
南　

桃も
も

香か

佳
宏

日
子
）
二
日
市
町

飯
田　

結ゆ

衣い

隆
之

郁
恵
）
新
庄
５

深
谷　

悠ゆ
う

哉や

卓
志恵
）
堀
内
３

小
西　

創そ
う

太た

潤綾
）
押
野
５

半
浦　

璃り

子こ

功
一

智
織
）
御
経
塚
１

上
田　

菜な

緒お

明
人

靖
子
）
新
庄
２

松
田　

姫ひ

愛な

高
志

里
恵
）
新
庄
３

田
島　

大た
い

雅が

勝
陽
子
）
若
松
町

鵜
垣　

結ゆ
う

愛あ

誠
明
江
）
住
吉
町

河
合　
　

翼
つ
ば
さ

栄
治恵
）
太
平
寺
２

村
田　

優ゆ
う

輝き

研
二

睦
美
）
本
町
４

近
田　

凌
り
ょ
う

菜な

貴
夫

裕
美
子
）
粟
田
３

荒
野　

永え
い

護ご

信
也

美
帆
）
本
町
１

高
原　

瑠る

伽か

健
太

理
美
）
粟
田
５

う
ぶ
ご
え

子
の
名

親
の
名

住　

所

内
海　

考
司　

住
吉
町

前
川
奈
都
子　

白
山
市
）
新
庄
２

竹
内　

友
章　

若
松
町

坂
下
美
由
紀　

若
松
町
）
若
松
町

中
川　

慶
太　

本
町
６

上
田
真
友
美　

内
灘
町
）
本
町
６

澗
口　

良
平　

押
野
５

竹
中　

美
香　

押
野
５
）
押
野
５

森　
　

俊
文　

内
灘
町

辻　

み
さ
こ　

金
沢
市
）
粟
田
３

山
本　

竜
也　

本
町
６

飯
田
佳
緒
梨　

本
町
６
）
本
町
６

木
下　

直
也　
二
日
市
町

美
行
絵
里
佳　

金
沢
市
）
二
日
市
町

谷
内
田
和
希　

矢
作
１

坂
蓋
麻
衣
子　
御
経
塚
１
）
矢
作
１

⻆
居　
　

聖　

能
美
市

潟
辺　
　

梓　

羽
咋
市
）
押
野
７

原　
　

武
志　

羽
咋
市

的
場　

洋
子　

金
沢
市
）
下
林
１

田
中　

和
人　

粟
田
２

宮
下　

恵
美　

白
山
市
）
粟
田
２

佐
越　

直
樹　

本
町
１

正
原　

一
美　

金
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今号で広報担当を卒業することになりま
した。お知らせ版・本編と、みなさんと
楽しく触れ合いながら携わってきた業
務。５年３カ月の間ですが、あっという
間に感じられます。出来上がったものが
形に残るやりがいのある仕事でした。次
の業務でも、自分なりに目標と充実感を
得られるように頑張りたいと思います。
ありがとうございました。（金森）

金城大学のインターシッ
プの学生を２人受け入れ
ました。取材、原稿づくり、
ラジオ番組出演、どれも
新鮮な体験だったようで
す。同じ仕事を２年もす
れば、緩みも出るこの頃。
彼らの感動の言葉がいい
刺激になりました。（桝谷）

編 集 後 記

戸籍の窓
H22.2.16 〜 H22.3.15 受付分

■２月末現在の人口
（　）は前月比

　人　口	 46,055 人	（− 9）

　　男	 23,190 人	（− 15）

　　女	 22,865 人	（＋ 6）

　世帯数	 19,279 世帯	（± 0）
■２月中の人の動き
　転　入	 204 人

　転　出	 238 人

　出　生	 41 人

　死　亡	 16 人
※住民基本台帳に記載されている数字
です



※環境保護のため、古紙配合率100％再生紙、大豆インク
　を使用しています。
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ふれあいペタンク大会
子どもとお年寄りがチームとなってトーナメント。
赤チームと青チームのどちらの玉が、より黄色の玉に
近づくかを競いました。（会場：中央児童館） ■ 平成22年度　町の予算………… ２

■ 椿まつり２０10アルバム………… 8
■ 大学連携とまちづくり……………10

主な内容

　４月から町内にある県立養護学校と県立明和養護学校が統合し、「県立明和特別支

援学校」として新たな歴史を刻みます。そして、県内初の肢体不自由養護学校として

歴史を重ねた県立養護学校は、創立四十五年をともに歩んだ太平寺の地を離れます。

　３月９日㈫、最後となる卒業式が挙行されました。対面式の卒業式。校長先生が

卒業証書を手渡した後、児童一人一人に、学校生活で感じた成長と励ましの言葉を

語りかけます。児童生徒たちも在校生、卒業生がそれぞれ思い出を語り、その成長

ぶりに多くの職員、保護者が感極まり、涙していました。

　寄宿舎もあり、学びとともに生活の場でもあった学校。長い歴史の始まりから、

盆踊りやバザーなどさまざまな行事を通じた地域とのかかわりもありました。

　校長先生が、社会へ巣立つ高等部の生

徒へ送った「新しい出会いを大切に」と

のメッセージ。卒業生だけでなく、在校

生、職員にとっても、新たな学校、寄宿舎、

地域、仲間とのさまざまな出会いへの希

望を感じさせるものでした。

さようなら、そしてありがとう県養

県立養護学校の歴史に一幕


